
第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 平成２９年度第２回寒川町地域公共交通会議  

開催日時 平成３０年２月１４日  １４：００～１４：４５  

開催場所 寒川町役場３階 議会第１会議室 

出席者名、欠

席者名及び

傍聴者数 

委員：千葉、山崎、大澤、奥津（吉野代理）、  

高橋（小松代理）、八島、中西（神永代理）牧野、 

岡村、黒木、福島（福島代理）  

欠席委員：和田 

事務局：小林（都市計画課長）、前田（同課主査）、  

    桒原（同課主事）  

傍聴者：１名 

議 題 

 

１）寒川町コミュニティバス「もくせい号」等の利用実績報告について 

２）寒川町コミュニティバス「もくせい号」東ルート 

                車両(小型低床バス)の更新について 

３）２市１町(藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町)公共交通の行政連携について 

４）来年度以降の検討事事項(案)について 

 

決定事項 

 

１）～ ４）については決定事項はなし。 

 

公開又は非

公開の別 
公開  

非公開の場合その

理由（一部非公開

の場合を含む）  

 

 

議事の経過 

１．開会 

【事務局】  皆さん、こんにちは。 

 本日は、ご多忙中のところ、第２回寒川町地域公共交通会議にご出席

を賜り、ありがとうございます。 

 本日進行を務めさせていただきます、都市計画課長の小林でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 すみません、これより着座にて失礼いたします。 

 それでは、ただいまより会議を開会させていただきます。 



 本日の出席委員は１１名で、寒川町地域公共交通会議設置要綱第６条

の規定により、半数以上の委員が出席されておりますので、本日の会議

の成立要件を満たしておりますので、ご報告いたします。 

 なお、自治会からの和田委員ですが、体調不良により急遽欠席という

連絡がございましたので、ご報告させていただきます。 

 また、本日の傍聴者は１名ですので、よろしくお願いいたします。 

 

２．議題 

【事務局】  それでは、議題に入らせていただきます。 

 岡村会長、よろしくお願いいたします。 

【会長】  それでは早速、次第に従いまして進めてまいります。２、

議題１、「もくせい号」等の利用実績報告について、ご説明をよろしく

お願いします。 

【事務局】  議題の説明に入る前に、資料の確認をさせていただきま

す。 

 本日の資料といたしましては、本日の会議次第が１枚、委員名簿が１

枚、寒川町地域公共交通会議設置要綱、両面印刷のものが１枚、右上に

資料１と書かれたもので、１８ページ両面印刷のものが１部、そしてＡ

４の横の印刷で、カラー両面の資料２が１枚、右上に資料３と書かれた、

カラーＡ４のものが１枚、それとコミュニティバスのパンフレット、時

刻表と寒川駅海老名駅間路線バスの時刻表、また、資料とは別に委員改

選に係る依頼書と承諾書をお手元に配布してございます。 

 配付漏れはありませんでしょうか。 

 それでは、議題に移らせていただきます。 

 議題１、寒川町コミュニティバス「もくせい号」等の利用実績報告に

ついて、各ルート別に、利用状況をご報告いたします。 

 資料１をご覧ください。まずは、倉見大村ルートから報告させていた

だきます。 

 １ページ目は、平成２８年度と平成２９年度の１月までの利用者数等

の累計です。平成２９年度の１便平均といたしましては、全日で５.７

８人、平日で６.５０人、土休日で４.２７人となっております。平成２

８年度の利用者数と比較しますと、平成２８年度の全日は５.２３人、

平日、５.８４人、土休日、３.９６人となっており、全日、平日、土休

日、すべてにおいて、平成２９年度は利用者数が増加しております。 

 下のグラフをご覧ください。こちらは、平成２９年度の１便当たりの

月別利用者数になります。一番上の線が平日、真ん中が全日、下が土休



日になります。全日と平日はほぼ横ばいで、土休日については１１月、

１２月と利用者数が増えております。１１月は産業まつりがあったた

め、１２月は年末に向けての買い物利用が多かったためではないかと考

えます。 

 乗りこぼしにつきましては、増便したことにより、平成２８年度当初

よりは、若干ではありますが、解消されておりましたが、平成２９年度

は利用者数の増もあり、乗りこぼしの回数は多くなっております。乗り

こぼしの多い月で、５月、８月、１１月とございますが、５月の乗りこ

ぼしの多くは、平日の２便に集中しており、朝から買い物に行かれる方

が多かったと思われます。８月は夏休み期間のため、全体的に利用者数

が多かったため、乗りこぼしも全部で１２回ございましたが、そのうち

２便と６便に集中しており、２便と６便だけで、合わせて１０回の乗り

こぼしがございました。１１月は、１１月１９日に産業まつりがあり、

その日だけで３回の乗りこぼしがあり、多くの方がわいわい市前で降車

していることから、産業まつりへの来場に、公共交通を利用していただ

いていると考えられます。 

 乗りこぼしの対応といたしましては、運転手からの連絡により、乗り

こぼしのあったバス停にすぐに続行便を向かわせ、コミュニティバスに

続く形でルートを運行しており、利用者の方々の理解もあり、苦情やト

ラブル等はございません。 

 しかし、今後も利用者数が増加していった場合に、さらに乗りこぼし

が増える状況が予想されます。現在は１０人乗り、定員８名の車両を使

用しておりますが、今後の対応策としては、１４人乗り、定員１２名の

ハイエースを検討しており、関東運輸局神奈川運輸支局にもご相談に伺

わせていただいております。 

 なお、現在の車両は５年償却のうち４年目の償却を終える状況ではご

ざいますが、５年目以降も車両の状態を考慮し、更新のタイミングをは

かりつつ、使用していきたいと考えております。 

 ２ページ目をご覧ください。こちらは、全日の時間帯別利用状況です。 

 下のグラフをご覧ください。先ほどの乗りこぼしでも説明したとお

り、２便、５便、６便の利用が多い状況です。 

 次に、３ページ目をご覧ください。こちらは、平日の時間帯別利用状

況です。やはり２便、５便、６便が多い状況で、定員８人に対し、１便

平均乗車人数が、２便では９.４人、５便では８.７人、６便では９.７

人となっており、こちらの利用状況も、新たな車両の導入の判断材料と

して、今後も注意していきます。 



 ４ページ目をご覧ください。こちらは、土休日の時間帯別利用状況で

す。下のグラフを見ますと、朝から徐々に利用が増え、お昼どきの利用

が一番多く、夕方にいくにつれて徐々に利用が減少していっておりま

す。 

 次に、５ページ目、６ページ目をあわせてご覧ください。こちらは、

全日のバス停別利用者数の集計で、５ページ目が乗車人数、６ページ目

が降車人数となっております。 

 ５ページ目の乗車のグラフをご覧ください。寒川駅以外では、浮谷、

倉見大村地域集会所前、谷原第一での乗車が多い状況で、これらの周辺

は住宅が多くあるのが理由だと思われます。 

 ６ページ目の降車のグラフをご覧ください。寒川駅以外では、浮谷、

倉見駅前、わいわい市前の降車が多い状況で、倉見駅は鉄道利用、わい

わい市前は買い物利用のために降車される方が多くいると思われます。 

 続きまして、南ルートについてのご報告をさせていただきます。この

ルートは、倉見大村ルートと同じく、８人乗りの小型車両で運行してお

ります。 

 ７ページ目をご覧ください。平成２９年度の１便平均としましては、

全日で２.７６人、平日、３.１７人、土休日、１.８７人となっており、

平成２８年度の利用者数と比較しますと、平成２８年度の全日は２.６

９人、平日、３.１４人、土休日、１.７５人となっており、全日、平日、

土休日のすべてにおいて利用者数が増加しております。 

 下のグラフをご覧ください。平成２９年度の月別利用者数としまして

は、７月、８月、９月の夏の利用と１２月の利用が増えており、１２月

の利用の増加については、倉見大村ルートと同様、年末の買い物に向け

ての利用者数が増加したと考えます。 

 次に、８ページをご覧ください。こちらは、全日の時間帯別利用状況

です。下のグラフは平成２９年度のもので、グラフを見ると、２便目の

利用が多い状況ですが、その他の便についてはほぼ差はない状況です。 

 次に、９ページをご覧ください。こちらは、平日の時間帯別利用状況

です。平成２８年度の１便平均乗車人数と比べると、１便、２便は若干

減っており、３便、４便は若干増えている状況です。 

 １０ページ目をご覧ください。こちらは、土休日の時間帯別利用状況

です。平成２８年度の１便平均乗車人数と比べると、３便を除き利用が

増えており、全体の平均では０.１人、利用者数が増加しております。 

 次に、１１ページ、１２ページをあわせてご覧ください。全日のバス

停別乗車割合は、寒川駅以外では、乗車は、西一之宮、笠谷入口、鷹匠



橋の利用が多く、西一之宮の前にはマンションが、笠谷入口の北側には

住宅地があることが理由と考えられます。降車は、西一之宮、笠谷入口、

鷹匠橋、寒川駅南口の利用が多い状況で、鷹匠橋も同様に、近くにマン

ションと住宅がございます。 

 続きまして、東ルートについてご報告させていただきます。このルー

トは、３４人乗り小型低床バスで運行しております。 

 １３ページ目をご覧ください。平成２９年度の１便平均としまして

は、全日、９.４７人、平日で１０.７６人、土休日、６.７３人となっ

ております。平成２８年度の利用者数と比較しますと、平成２８年度は、

全日で９.６４人、平日で１１人、土休日で６.７９人となっており、全

日、平日、土休日のいずれも減っている状況です。 

 下のグラフをご覧ください。平成２９年度の月別利用者数としまして

は、平日、土休日で若干の増減はあるものの、全日の１便平均を見ます

と、ほぼ横ばいとなっております。また、東ルートも他のルートと同様

に、１２月の利用が増加しております。 

 次に、１４ページ目をご覧ください。全日の時間帯別利用者数状況と

しましては、朝の３便、昼の５便の利用が多い状況です。 

 １５ページ目をご覧ください。こちらは、平日の時間帯別利用状況で、

全日と同様、朝の３便目、昼の５便目の利用が多い状況です。 

 １６ページをご覧ください。こちらは、土休日の時間帯別利用状況で

す。全体的に平日の利用状況の３分の２程度の利用にとどまっておりま

す。 

 次に、１７ページ、１８ページをあわせてご覧ください。全日のバス

停別乗車、降車割合は、寒川駅以外では、乗車、降車ともに越公園前、

県営住宅東の利用が多く、越公園前のバス停も県営住宅の中にあるた

め、これらの利用が多い状況です。それ以外は、全体的に広く分散して

いる形となっております。 

 倉見大村ルートの南ルート、東ルートを総合的に見ますと、いずれも

利用の多い便は９時前後からお昼どきにかけての日中に多く見られる

ため、買い物や通院などへ行くために多く利用されていると考えられま

す。 

 課題といたしましては、全体の利用客は増加傾向にあるものの、土休

日の利用者数がいまだ少なく、利用促進策として、広報やホームページ

等に乗継券や相模線との乗り継ぎ時刻、また、公園や神社への交通手段

としてコミュニティバスが活用できる旨の案内を行ってまいりまして、

現在はまだあまり結果に結びついてはいない状況でございますが、すぐ



に結果が出るものではございませんので、引き続き継続して町内外の

方々に寒川町のコミュニティバスについて広報、周知してまいりたいと

考えております。 

 以上で、コミュニティバス「もくせい号」の利用実績報告を終わりま

す。 

 続きまして、資料のご用意はございませんが、寒川駅海老名駅間の路

線バスについて、簡単ではございますがご報告させていただきます。 

 こちらの路線は、神奈川中央交通と相鉄バスの共同運行で、平成２６

年１０月より実証運行を開始しており、今年度、平成２９年４月より本

格運行に移行いたしました。 

 実証運行中は、利用者数を神奈川中央交通及び相鉄バスからご報告い

ただいておりましたが、本格運行への移行に伴い、通常の路線バスと同

様となるため、今年度４月より利用者数の報告は終了となり、現在は四

半期ごとの運賃の実績報告にて、利用状況を把握しております。 

 実績報告によりますと、現在ご報告いただいている平成２９年度４月

から平成２９年度１２月の対前年で、０.８１パーセントの増となって

おります。ご参考までに申し上げますと、実証運行開始当初の平成２６

年度から平成２８年度の１便あたり平均の対前年の伸び率は、平成２７

年度で２４.５２パーセントの増、平成２８年度は７.６８パーセントの

増となっており、これらと比べると、今年度は微増となっております。 

 本路線につきましては、今年度、平成２９年度より、地域間幹線系統

確保維持費国庫補助金を活用し運行しておりますが、町も補助金を支出

している状況でございます。 

 実証運行時から継続して、寒川町、海老名市、神奈川中央交通、相鉄

バスの４者で定期的に会議を行っており、現在も利用促進策について検

討を行っている状況ではございますが、引き続き利用促進に取り組み、

生活交通の確保維持等に努めてまいります。 

 以上で、寒川駅海老名駅間路線バスについての報告を終わらせていた

だきます。よろしくお願いします。 

【会長】  それでは、今の２点のご報告につきまして、何かご発言は

ございますでしょうか。 

 お願いします。 

【委員】  茅ヶ崎署の交通課長の牧野でございます。 

 資料の作成の仕方なのですが、２８年度が３月まで統計をとっておら

れて、２９年が、開催の時期があると思うので１月までなんですが、こ

れは比べられないと思いますので、１月で切っていただいて、そこで出



してもらって、２月、３月はまた別に出していただいたほうが、はっき

りよくわかるのではないのかなと思いましたので、一応参考なので、お

願いします。 

【事務局】  ご意見ありがとうございます。今後の会議資料の作成方

法については、検討させていただきます。ありがとうございます。 

【会長】  結構２月、３月の利用者は多い。 

【委員】  多いです。 

【会長】  多い、少ないとかいろいろあるので、ありがとうございま

す。 

 ほかはいかがでしょうか。おおむね順調な数値、特に倉見大村につい

ては増えているのかなということでしょうか。ほかはいかがでしょう

か。 

 お願いします。 

【委員】  倉見大村ルートで、１１月に産業まつりがあったので利用

が多かったということがありましたけれども、これは統計上、結構数字

がずれるくらいの利用が当日にありましたか。おそらく平均が動くよう

な利用があったと思うので、当日のおおよその利用数というのは、どれ

くらいまでいきましたか。 

【会長】  出るなら、１日平均７０とか、六十何人とかいう数字は出

ていただいているのですが、九十、百とか、そこまではさすがにいかな

いかな。何か出そうですか。 

【事務局】  細かい数字は用意していませんでしたが、基本的に土日

は平日の６割ぐらいの比率ですが、例年産業まつりについてはほぼ平日

と同じぐらいの人数の利用があります。 

【会長】  それは確かに多いですね。ほかはいかがでしょうか。海老

名、寒川間の件も、何かご発言はありますか。よろしいですか。 

 先ほど今後というので、車両について検討を始めるということですけ

れども、基本的には当面これで定着を図っていくということでよろしい

ですね。ありがとうございます。 

 ほかはいかがですか。特によろしいですか。 

 それでは、また何かお気づきのところがありましたら、お願いをいた

します。それでは、２に移ってよろしいですか。 

 それでは、車両更新についてお願いします。 

【事務局】  それでは、議題の２）寒川町コミュニティバス「もくせ

い号」東ルートの車両更新についてご説明させていただきます。 

 資料２をご覧ください。前回の第１回地域公共交通会議の中でのご説



明から協議を進めてまいり、あくまで現段階では予定ということですけ

れども、新たな車両の車種やサイズ等について案がまとまりましたの

で、ご報告させていただきます。 

 こちらの資料２のものが、現在考えているイメージで、車種は日野の

ポンチョ、サイズはロングのツードアとなります。表面がエクステリア

イメージ、外観となりまして、裏面のものがインテリアイメージ、こち

らが内装となります。 

 これらのデザインにつきましては、広報戦略課と連携をとりまして、

現在広報戦略課で行っている寒川町のブランディング、こちらの一環と

して取り組んだもので、イメージとしてはＪＲ九州のクルーズトレイン

ななつ星、このようなイメージとなっております。外装の色は、寒川町

のメインブランドカラーのブラウンで、車体横中央にはメインブランド

マークを施す予定でございます。内装は、通常この車両のシートは青色

ですけれども、外装と調和がとれるように、シートの色も今回赤色に変

更をする予定でございます。 

 こちらの新たな車両につきましては、平成３０年度から運行できるよ

うに、東ルートの運行業務委託業者である神奈川中央交通株式会社と現

在調整を進めている段階でございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上で、寒川町コミュニティバス「もくせい号」東ルート車両更新に

ついてのご説明を終わります。よろしくお願いします。 

【会長】  こういうことですけれども、事業者さんから補足とかがあ

りましたらお願いします。 

【委員】  使用車両のほうのうち２台を代替の予定で、現在、メーカ

ーのほうと購入の手続きを行っているところでございます。 

【会長】  いかがでしょうか。では、お願いします。 

【委員】  ちょっと申しわけないですけれども、現行の車両と座席人

数の変更という意味では、サイズが変わるとか、ルート的に問題がない

かとか、その辺は、クリアは確認済みということでよろしいでしょうか。 

【事務局】  そうですね。車両のサイズ的には、現行の三菱エアロミ

ディとほぼ一緒です。座席数については、シート数が少し減るのですが、

最大の乗車人数はほぼ変わらないです。シート数が減る分、スペースが

できて乗り降りしやすいとか、そういったメリットがあります。 

【委員】  ありがとうございます。 

【会長】  ほかはいかがでしょうか。大体よろしいですか。ありがと

うございます。 



 それでは、３番目、行政連携についてということで、これは特に資料

はないですね。ご説明よろしくお願いします。 

【事務局】  議題３、２市１町公共交通の行政連携についてというこ

とで、本日資料の用意がございませんが、藤沢市、茅ケ崎市、寒川町の

２市１町で組織しております。湘南広域都市行政協議会の公共交通の行

政連携検討分科会で検討しています内容につきまして、現況を報告させ

ていただきます。 

 現在、この分科会では、寒川駅と湘南台駅を結ぶ新たなバス路線の導

入に向け、検討しております。前回の会議でも報告させていただきまし

たが、運行ルートにつきましては、文教大学や湘南ライフタウンを経由

するルートで検討しております。 

 検討当初から、路線再編が見込まれる湘南ライフタウンバスターミナ

ルの整備など、周辺環境整備に合わせて運行開始できるよう検討してま

いりましたが、文教大学の学部一部移転や、運転手不足等解決していく

べき課題があることから、それらの課題等を含め、今後も交通事業者と

連携して検討してまいりたいと考えております。 

 この案件につきましては、今後も公共交通会議で随時報告させていた

だきます。 

 以上で、２市１町公共交通の行政連携についての報告を終わります。 

【会長】  ということで、今後も継続という話でございますが、何か

ありますか。 

【事務局】  補足なんですけれども、当初このライフタウンの整備が、

今年の３月末に終了するということで、その工期は順調に進んでいると

いう報告は受けているんですが、そのタイミングに合わせて、新しく寒

川駅の北口から湘南台のルートをということで検討はしていたんです

けれども、先ほど説明にあった課題が出てきまして、ちょっとそのタイ

ミングでは実現は難しいという状況でございます。 

 ただし、２市１町では引き続きこのルートの実現に向けて、神奈中さ

んと検討を進めていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

【会長】  ありがとうございます。 

 これについてもぜひご報告をと思いますが、これについて何かござい

ますか。特によろしいですか。ありがとうございます。 

 それでは、４、来年度以降の検討事項（案）につきまして、ご説明を

お願いします。 

【事務局】  それでは、議題４）来年度以降の検討事項（案）につい



てご説明いたします。 

 資料の３をごらんください。寒川町では、鉄道のほかコミュニティバ

ス３ルートと、寒川駅海老名駅間の路線バスと、その他の路線バスが運

行している状況で、資料３のような交通網となっております。 

 これから高齢化社会がより一層進む中で、町民の皆様から公共交通に

対するニーズがより高まる状況の中、資料の右上の丸で囲った小動地域

というところなのですけれども、こちらの地域に住まわれている町民の

方から、この小動地域の特に北側に住んでいる方は、一番近くのバス停

である、コミュニティバス東ルートの小動神社前までおおよそ７００メ

ートルほどの距離があり、高齢者にとってはバス停まで歩くことが困難

で、公共交通を利用したくてもできないため、コミュニティバスを小動

地区の北部まで通してほしいとの要望が、町長への手紙等の制度を通じ

てございました。 

 このことについて、町としても検討すべき事項と考え、現在検討を進

めている状況でございます。つきましては、来年度以降の地域公共交通

会議の案件として皆様にご審議いただく可能性がございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 以上で、来年度以降の検討事項（案）についてのご説明を終わります。

よろしくお願いします。 

【会長】  ありがとうございます。 

 こちらについて、まだこれからということではありますけれども、何

かございますでしょうか。 

 お願いします。 

【委員】  先ほどご提案のありました、小動の北部地区なのですけれ

ども、課長はご存じだと思うのですが、第３期運行のころまで、実は一

回通っていた時期がございまして、もともとこの地域というのは、ここ

最近の宅地開発で住宅等は少しずつ増えてきたりはしております。 

 あと、もともと道路網も手薄なところということで、なかなか通しづ

らいところもありまして、一応過去に通っていた実績がございますの

で、そのあたりも、過去の実績の資料等を検討しながら慎重に進めてい

ただければと思います。 

 また、この交通会議の第１期のころですかね、藤沢市さんから依頼が

あって、湘南台から慶応大で、宮原地区を通って綾瀬車庫に行く路線が

できまして、そっちのほうの路線のほうが、実は一部地域によっては近

いということもありまして、そのあたりの関係もございますので、この

会議の第２期の中では取り扱えないことだと思いますけれども、第３期



の皆様にご提案する際には、そのあたりの関係等も。 

 また、こちらは先ほど２市１町の絡みには絡めないところ、茅ケ崎市

が入っておりませんので、また別の案件となってしまいますので、また

その辺のこともご配慮していただいた上でご検討をお願いしたいと思

います。 

【会長】  ありがとうございます。 

 ちなみに、この地区だと湘南台に行くバス停は、市の境を越えると、

７００メートルよりは近いぐらいではあるような場所ではありますが、

寒川町側のほうに行く足が欲しいとか、そういうご支持のご意見という

か、これはそういうことでしょうかね。 

【事務局】  そうですね。おそらく寒川駅に向かいたいという要望で、

駅付近の買い物ですとか銀行ですとか、そういったところに行くための

足が欲しいというご要望ということが多いと思います。 

【会長】  ありがとうございます。 

 ほか、こちらいかがでしょうか。 

 では、これはまた来年度の中でご検討。事務局でもんでいただいて、

こっち側に検討状況などをご報告いただければと思います。 

【事務局】  はい。 

【事務局】  ご意見、ありがとうございます。 

 委員がおっしゃったとおり、過去、平成２１年まで、そこも減便した

形で通していたという経緯がございます。 

 ただ、そこから約１０年たっていますので、また高齢化も進んでいる

というところもございますので、またその辺はご提案を、今後検討して

させていただきますけど、最初からいきなり本格運行というか、フルス

ペックで運行するという形もあろうかと思いますけど、例えば、実験的

に、何カ月間で何人乗らなかったらとか、そういう条件をつけるやり方

もあろうかと思いますので、そういうことをこの会議の中で、いろいろ

とご提案というかアドバイスをいただければと思っております。よろし

くお願いいたします。 

【会長】  ありがとうございます。 

 ほかはいかがでしょうか。 

【委員】  意見をよろしいでしょうか。 

【会長】  はい、お願いします。 

【委員】  このバスの倉見大村ルートと南ルートを運行している香川

第一交通として、１月の年始の渋滞がありまして、そちらのことをご報

告させてもらいたいと思うのですけれども、毎年寒川神社の参拝客の方



が多くいらしていまして、その周辺の道路渋滞が激しいことになってい

るわけです。今年の１月は、例年以上に渋滞が激しくあったわけなので

すけれども、年が明けて４日からスタートするわけなのですが、最初の

週と２週目が特に厳しくて、その先の週は、土日を中心に渋滞によくな

っています。 

 １便のかかった時間としては、倉見大村ルートは通常３５分で回って

いるのですけれども、一番長くかかったときが、２時間２５分です。南

ルートでも、１時間。南ルートは２５分で回るところなのですけれども、

最大で１時間４分という日がありました。 

 この運行は、１日２名の者で回っているのですけれども、次の便が遅

れそうだということで、本来であればその時間には稼働しないものも、

繰り上げてスタートをさせたり、あるいは予備車を使って３台目の車両

を使ってということで、振りかえのあった回数が、１日で８回あった日

が最大です。 

 それから、寒川駅から発車するわけなのですけれども、スタートが１

０分以上遅れた便というのも、２便遅れた日から最大で１３便遅れた日

があるという状況であります。 

 こういったことから、このままの状態で続けていくのはいいのかなと

いうところは、皆様でお考えいただいて、対策を練っていただければあ

りがたいなと考えています。 

【会長】  ありがとうございます。 

 事務局から、ありますか。 

【事務局】  １月は神社の参拝客の影響による渋滞でバスの遅延が多

く発生しておりますが、普段乗られる方は、そこら辺はご理解いただい

て、余裕を持って乗っていらっしゃる方が多いと思います。特に、苦情

とかお問い合わせはないのですが、この２時間ですとか１時間遅れてい

ることについては、例えば、その時期だけ迂回ですとか、路線変更です

とか、そこも検討させていただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

【会長】  もし次のお正月ということになると、もうそろそろいろい

ろ検討しなきゃいけないかもしれませんので、そこはぜひ検討していた

だければ。 

【事務局】  実際、海老名寒川線、先ほどご報告させていただいた寒

川駅から海老名駅路線は、お正月の間、１月の頭から１月の終わりです

ね、二十何日のところまで、寒川神社の中は通らず、迂回のルートを設

定している状況がございます。ですので、今後、来年のお正月に向け、



今、コミバスについては神奈中さんからも香川さんからも、バス停ごと

の利用者、その辺も全部報告をいただいております。ですので、今回の

倉見大村の、例えば迂回をしたときに飛ばすバス停ですとか、逆に臨時

で設けるバス停、あろうかと思うんですけど、その辺の利用者の確認を

して、来年度の交通会議のほうに提案というか、迂回のほうも検討し、

提案していきたいと考えます。よろしくお願いします。 

【会長】  ありがとうございます。 

 そのほか。議題で、今、１から４までいきましたが、それ以外に何か

ご発言ございますか。 

【委員】  補足で。年末年始の渋滞の件に関しては、私も町内に住ん

でいるので、仕事でうっかり神社に突っ込んで、渋滞にはまっちゃって

ということはたまに経験があるわけなのですけれども、コミュニティバ

スの話中心になると思いますが、ほかのバス路線のことも、やはり渋滞

が伸びると産業道路の一般路線、特に神奈中さんの路線とかですね、こ

ちらも結構渋滞……こちらも三が日も通常に動いていますので、やはり

交通とかの、また、圏央道が開通して交通事情も変わって、車で来るお

客さんも増えて、参拝客の方も相当増えているようで、今年、産道のも

のは入場規制が、神奈中さんの年末年始の臨時バスの折り返し場まで伸

びてしまって、バスの運行に支障が出るようなレベルまで。参拝客も入

場規制もあったりしたようなので、そろそろこのあたりは、交通会議だ

けではなくて全庁的な取り組みとして、また。寒川には皆さん来ていた

だいた上で、気持ちよく寒川に来てもらって、お金を落としてもらって、

寒川はよかったよと思えるような。そしてまたもっと寒川に来てみた

い、そんなことになるように、地域を挙げて、関係の皆様のお力もお借

りしてやっていければいいなと思いますので、ぜひともそのあたりは、

事務局の皆様には大変労力になってしまうと思いますけれども、よろし

くお願いしたいと思います。 

【会長】  ありがとうございます。よろしくご検討いただければと思

いますので。 

 ほか、この２の議題が終わりましたけれども、何かございますか。特

によろしいですか。 

 では、そうしましたら、３のその他、委員改選につきまして、事務局

からお願いします。 

【事務局】  今年度末の任期満了に伴います、寒川町地域公共交通会

議委員の推薦について説明させていただきます。 

 任期を終える皆様におかれましては、２年間寒川町の公共交通につき



ましてご指導いただき、まことにありがとうございました。そこで、来

年度の４月から、改めて委員の推薦をいただきたいと思います。本日、

推薦依頼書と承諾書をお配りしておりますので、後日承諾書にご記入の

上、提出をお願いいたします。 

 提出方法につきましては、郵送やファックス、あるいは窓口に持って

いっていただくなど、特に指定はございませんので、よろしくお願いい

たします。 

 なお、この推薦依頼書につきましては、本日既にお渡しはしていると

ころなのですが、ご所属の団体宛てに直接郵送をご希望の方につきまし

ては、別途対応させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

【会長】  そうしますと、次第に書いたものについては終わりました

が、事務局からあと何かございますか。 

【事務局】  はい。今後の予定でございますが、本日の議題にもござ

いましたとおり、小動地区、こちらの要望に対する検討です。それと、

先ほどお話にありました、寒川神社、お正月の渋滞の関係です。そうい

うものを、引き続き検討していきたいと考えてございます。委員皆様か

らのご意見等をいただきながら、公共交通の充実につきまして、検討を

進めてまいりたいと考えてございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 また、本日報告させていただきました、行政の広域連携での取り組み、

こちらは公共交通案件ではございませんけれども、引き続き、海老名寒

川路線とあわせてこの交通会議のほうで報告をさせていただきたいと

考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

【会長】  そうしますと、一通り議事が終了しましたので、あとは事

務局で進行をお願いいたします。 

 

４．閉会 

【事務局】  はい。本日はお忙しいところ、まことにありがとうござ

いました。 

 委員の皆様におかれましては、２年間ほんとうにありがとうございま

した。本会議につきましては、発足してから４年がたちました。当初か

らお世話になっております委員の皆様もいらっしゃいます。今後も引き

続き寒川町の公共交通につきまして、ご意見等をお願いしたいと思って

ございますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、今回公募の委員の千葉委員におかれましては、町の公募委員の

規定により、３期連続というのができない規程となってございまして、



この２期で終わりということで、今日もなのですけれども、千葉委員に

はいろいろと貴重な意見を４年間いただきまして、また引き続き違った

ところ、窓口にもよく来ていただくのですけれども、引き続きお願いし

たいなと思ってございますので、４年間、千葉委員、どうもありがとう

ございました。 

【事務局】  次回の開催につきましては、岡村会長と調整の上、また

通知をさせていただきますので、ご出席につきましてご配慮を賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 お忙しい中、本日はどうもありがとうございました。これをもちまし

て平成２９年度第２回寒川町地域公共交通会議を閉会いたします。どう

もありがとうございました。 
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